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   また，アーカーは，ブランド・アイデンティティを製品，組織，パーソナリティ，シンボルとしてのブラン
ドとしてとらえ，あらゆるブランドを対象に議論したが，製品としてのブランドと小売としてのブランドとの
関連性については議論を意識的に行ってはいない。 














資料１  レナウン･グループの沿革（1902-1980年）  
 














1947年 9月 「江商」の衣料部より独立して，「株式会社佐々木営業部」が再発足する。資本金 19万 
 5千円，本社は東京都中央区日本橋である。 
1948年 東京編職株式会社は，資本金 1000万円とし，東京都北多磨郡昭和町に東京工場を設置 
 して戦時中疎開していた生産設備を集約する。 
1951年 4月 新聞広告（朝日，毎日，読売，東京）を開始する。 
1951年 5月 週刊誌広告を開始する。 
1951年 6月 ラジオ宣伝を開始する。 
1952年 「東京編織株式会社」を「レナウン工業株式会社」と変更する。 
1955年 4月 「株式会社佐々木営業部」を「レナウン商事株式会社」と社名変更する。 
1956年 10月 全国 5カ所に販売会社を設立し，販売網の整備・拡大を図る。北海道レナウン販売株式 
 会社（札幌），東北レナウン販売株式会社（仙台），中京レナウン販売株式会社（名古屋）， 
 中国レナウン販売株式会社（広島），九州レナウン販売株式会社（福岡）。 
1957年 6月 高級婦人既製服の製造・販売会社「株式会社レナウン・モード」を資本金 100万円で東 
 京の豊島区に設立。 
 
                                                          
 2）レナウン[1983]2頁。 
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1959年 全国にレナウン・チェーンストア（RS）を結成し，「暮しの肌着」を主力商品として小 
 売店部門の充実を図る（初年度加盟店 3500軒）。 
1961年 「レナウン・ワンサカ娘」を発表する。歌手はかまやつひろし。 
1962年 10月 婦人既製服の製造・販売会社「レナウンルック」を資本金 100万円で東京の新宿区に設 
 立。 
1963年 「レナウン商事株式会社」「レナウン工業株式会社」ともに資本金 5億円となり，東証・ 











1968年 1月 レナウン商事とレナウン工業とが対等合併して，株式会社レナウンを設立し，製造から 
 販売まで行う。資本金 16億円。 
1968年 4月 婦人既製服の専門店チェーン，㈱レリアンを設立。 
1968年 商品企画室にマーチャンダイザー制度を取り入れる。 
1969年 東京・大阪両証券取引所第 1部に指定替え。 
1970年 1月 東京本社を原宿に新築移転する。 
1970年 7月 紳士服の製造卸，株式会社レナウン･ニシキを東京にて設立。資本金 3億円。レナウン 
 30％，ニシキ 30％，伊藤忠 20％，レナウンルック 10％，三菱レイヨン 10％の出資比率。 
1972年 1月 株式会社レナウン･ニシキを株式会社ダーバンに変更する。 
1977年 1月 株式会社ダーバンの口座を分離する。 
1977年 8月 ㈱ダーバンが東証２部に上場。 
1978年 1月 婦人服部門を第 3営業部として分離・独立させる。 
 婦人服地部門を廃止する。 
1979年 6月 ㈱ダーバンが東証 1部に指定替え。 
1980年 1月 永代営業所，永代商品センターを開設。 
 第 2商品企画室を設置し，第１商品企画室（洋品）と分割する。 


























 1963 年には，レナウン商事，レナウン工業ともに資本金 5 億円となり，東京証券取引所，









まず，1957 年 6 月，高級婦人既製服の製造・販売会社の株式会社レナウン・モードを資本金
100万円で東京の豊島区に設立し，ブラウスやスカートの生産を始めた 5)。レナウン･モードは，
既製服のパターンや縫製技術の習得，品質向上をめざしていた 6)。 
 次いで，1962年 10月，婦人既製服の製造・販売会社レナウンルックを資本金 100万円で東
京の新宿区に設立する。同 62 年に大阪工場を東淀川区から吹田市に新築移転し，シンクロシ
ステムを導入，婦人既製服の生産体制を整えていった 7)。シンクロシステムとは，1 着ずつ必




 6）㈱レナウン元専務取締役，今井和也氏へのインタビュー[1996年 6月 14日]。 
 7）㈱レナウン社内資料。 










年の 23.7％から 1983年の 51.8％へと高めている。 
 
資料 2 レナウン取扱商品の推移  単位: 百万円。 （ ）内は構成比率（％）。  
1963年 1968年 1973年 
紳士肌着    3,447(26.1) 紳士肌着     4,557(19.4) 紳士肌着       10,005(11.1) 
紳士外着     1,212(  9.2) 紳士外着       3,497(14.8) 紳士外着       16,330(18.1) 
婦人子供肌着   2,523(19.1) 婦人子供肌着   3,523(14.9) 婦人子供肌着   8,443( 9.3) 
婦人子供外着   1,920(14.6) 婦人子供外着   3,657(15.5) 婦人子供外着   21,923(24.3) 
靴下           2,298(17.4) ベビー用品     1,271( 5.4) ベビー用品     4,306( 4.8) 
婦人服地       1,661(12.6) 靴下           3,620(15.3) 靴下           9,218(10.2) 
婦人既製服     134(  1.0) 婦人服地     1,755( 7.4) 婦人服地       3,179( 3.5) 
   婦人既製服     1,235( 5.2) 婦人既製服     9,026(10.0) 
   その他         506( 2.1) 紳士既製服     6,882( 7.6) 
      その他         1,031( 1.1) 
合計           13,195( 100) 合計           23,641( 100) 合計           90,343( 100) 
1978年 1983年   
婦人既製服   42,300(25.9) 婦人既製服   37,719(17.9)   
婦人子供外着   39,839(24.4) 紳士外着       51,922(24.7)   
紳士外着     32,850(20.1) 婦人外着       35,910(17.1)   
靴下        16,546(10.1) 子供外着       21,150(10.1)   
紳士子供肌着   14,127(  8.6) 紳士子供肌着   17,872( 8.5)   
婦人肌着       8,160(  5.0) 婦人肌着       9,133( 4.3)   
ベビー用品     8,134(  5.0) ベビー用品    12,377( 5.9)   
その他      1,378(  0.8) 靴下           22,974(10.9)   
   その他         1,370( 0.7)   











販売する形に改めた。㈱レナウンルック（婦人服）の 1983年 12月期売上高は 348億 6900万
円，そのうち重衣料（ドレス，スーツ，コート）の売上 172億 200万円，中衣料（カジュアルウエ
ア）の売上 175億 7800万円である。㈱ダーバン（紳士服）の 1983年 12月期売上高は 483億
4800万円，そのうち重衣料（スーツ，ジャケット，スラックス，コート）の売上 322億 5900万円，







 1955 年 4 月に佐々木営業部がレナウン商事に社名変更したが，当時のレナウン商事は，百













                                                          























 1968年 4月，高級ドレスなど婦人既製服の専門店チェーン，株式会社レリアンが，資本金 1
億円，レナウン 40％，伊藤忠商事 30％，三菱レイヨン 30％の比率で設立される 16)。当時は，
婦人既製服の専門店での販売は広がっておらず百貨店販路が中心であった。レリアンは 1968





                                                          
12）レナウン[1983]19頁。 
13）レナウン社内資料。 
14）『レナウン商事会社案内』1964年 12月 1日付。 
15）レナウン[1983]24頁。 
16）レナウン[1983]23頁，レナウン社内資料，『繊研新聞』1968年 6月 8日，11月 6日，1969年 7月 9日，1970
年 7月 27日付参照。 
17）『繊研新聞』1971年 1月 16日付。 
















まで大々的に宣伝」を行った。1959 年，靴下，セーター，婦人服地のテレビ CM を開始し，
1960年代にテレビ CMを継続する 21)。衣料品製造卸で，1960年代に最もテレビ CMを活用し
たのが，レナウンであったといっても過言ではない。この点は，レナウンが大量生産―大量販
売―マス・メディアの活用を結びつけた典型的な衣料品製造卸売業者であったことを示してい
る。1955 年頃のレナウンの認知率は，20－30％であった 22)。1960 年代のテレビ CM が「レ
ナウン」の認知率を飛躍的に高めたのは間違いない。 
 1961年には，レナウンのイメージ CMである「ワンサカ娘」（かまやつひろしが歌う）を始め
ている。以後 60 年代を通じて，この「ワンサカ娘」は歌手と映像表現を変えて続けた 23)。
60年代半ば以降には，個別商品のテレビ CMが目立つようになる。66年の青島幸男 TVコマー




22）今井和也氏へのインタビュー[1996年 6月 14日]。 
















 「レナウン」というブランドは，佐々木営業部の経営者である佐々木八十八が 1923 年に国































































 1960 年代レナウンのブランド展開の特質は，第 1 に海外提携ブランドの積極的な導入であ
る。1960年代に入ると，レナウンは各製品カテゴリーにおいて海外提携ブランドを持つように
















 1970 年代のレナウン・グループは，さまざまな衣料品と身の回り品を取り揃えた 1 つのブ
ランドを自社の販売員により，百貨店内の 1つのまとまった売場で販売するようになった。本






 1970 年 7 月 24 日，株式会社レナウンニシキが，株式会社レナウン 30％。ニシキ株式会社
30％，伊藤忠商事株式会社 20％，株式会社レナウンルック 10％，三菱レイヨン株式会社 10％
という出資比率，資本金 3 億円で，東京都目黒区に設立された 32)。レナウンニシキは，「ニシ
キ側の社員三二五名，及びニシキの営業権，事務所，生産設備等を継承してスタートした」33)。 
                                                          
29）『繊研新聞』1968年 2月 22日。 
30）『繊研新聞』1968年 2月 22日。 




資料 4  1971-1980年におけるレナウン・グループのブランド展開 
1971年 8月 紳士服トータルの「ダーバン」展開（レナウンニシキ）。 


















㈱レナウン[1983]，㈱レナウン社内資料，『繊研新聞』1971 年 2月 10日，1974 年 5月 22日，9月 4日，75 年 7 月 10













ベンジャミン・ダーバン（Sir  Benjamin  D'urban）の名前に因んでつけたものであることを掴
んだ。D'urbanは，フランス語の，De＋Urbanであり，「都市の」とか「都会風に洗練された」
という意味がある」35)。 
                                                          
34）ダーバン[1980]42頁。 
35）この段落については，ダーバン[1980]28頁より引用。 





























                                                          
36）ダーバン[1980]28頁。 























 最初の事業展開での商品ラインは，スーツ 47.2％，ブレザ ・ージャケット 7.6％，コート 20.5％，
ジャンパー3.3％，セーター11.3％，ドレスシャツ 6.2％，ネクタイ 2.4％，ソックス 0.6％，ジュ
エリー0.9％であった 44)。 
 生産。生産体制は，旧ニシキの生産拠点であった枚方工場（第一，第二），春野ソーイング株
式会社（1970 年 11 月，レナウンニシキの 2000 万円全額出資，静岡県春野町），鹿児島ソーイング株
式会社（1970年 12月，資本金 2000万円，エンゼル電子工業㈱の工場建屋と従業員 145名を譲り受ける）
で出発した 45)。 
 販売。ニシキの専門店販路を引き継ぐ一方，1971年 8月 17日，新宿伊勢丹，日本橋三越の
両百貨店で「ポートダーバン」というコーナー売場を開設したのを手始めとして，全国の百貨
店売場にコーナー売場を広げていく。「発足から七二年末までに東西合わせて百貨店八十店舗，
                                                          
41）この段落については，ダーバン[1980]19頁を参照。 
42）ダーバン[1980]19頁。 
43）『繊研新聞』1971年 2月 10日。 
44）ダーバン[1980]29-30頁。 
45）ダーバン[1980]33-35頁。 
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合計約一千坪の売り場を確保し，販売活動を一斉に展開した。このときまでに専門店三四三と






































②「コレット」。1973 年，サンフランシスコに本社を置く KORACORP 社の 1 部門である





















                                                          
50）レナウン[1983]23頁。 
51）『レナウン社内報』1975年 10月，15-16頁。 
52）『繊研新聞』1977年 1月 20日参照。1970年代初頭に発売され，後に「ジェーン・モア」と名称を変える。 
53）『繊研新聞』1974年 11月 11日，三陽商会『社内報』1975年 2月，6-7 頁参照。1975年にミッシーカジュ
アル衣料を「バンベール」に統一する。 
54）この段落については『繊研新聞』1972年 5月 22日より引用。 
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35歳に変更している 55)。 
 「アデンダ」は百貨店の婦人服主力ブランドとして急成長し，1974 年秋物から 1 年間の売

























                                                          
55）この段落については，豊田圭二氏へのインタビュー[2004年 10月 1日]，レナウン社内資料，『繊研新聞』1972
年 8月 29日による。 
56）『繊研新聞』1975年 10月 23日，78年 3月 2日，80年 7月 2日。 
57）『繊研新聞』1974年 9月 4日，1976年 3月 15日。 
58）『レナウン社内報』1974年 11月 1日，1-2頁。 




 「シンプルライフ」の 1975年売上は 42億円（東京営業 21億円，大阪営業 21億円）60) であり，
79年 12月期売上は概算で 75億円 61) であった。売場面積は，16.5平方メートルのコーナーが
最も多い 62) が，1976年には，「16.5平方メートルのコーナーから 33平方メートルにしたとこ






















                                                          
60）『繊研新聞』1976年 3月 15日。 
61）『繊研新聞』1980年 7月 2日。 
62）『繊研新聞』1976年 3月 15日，レナウン『社内報』1976年 9月，14-15頁。 
63）『繊研新聞』1976年 8月 30日。 
64）『日経流通新聞』1976年 9月 30日。 
65）以下の①から⑥については，『レナウン社内報』1976年 2月，1-4頁より引用。 





























                                                          
66）『繊研新聞』1976年 4月 1日，8月 30日。 
67）『日経流通新聞』1979年 9月 20日。 































                                                          
71）ただし，1970年代レナウンの販売は，百貨店を主販路とするコーディネート・ブランドのみによって語るこ
とはできない。まず，百貨店販路の売上構成比は，1970 年代を通じて 50％前後であった。『繊研新聞』1970
年 7 月 27 日によれば，1969 年 12 月期の売上構成比は，百貨店 51.1％，小売店 29.4％，系列販売店 12.5％,
その他 7％，輸出 1.2％であった。 
72）『繊研新聞』1976年 1月 29日。 
73）『繊研新聞』1978年 1月 20日。 





























                                                          
74）1976年 4月 1日付の『繊研新聞』の表現によれば，「売場内に完全自主経営のインショップを確立していこ
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